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いはい!

　

美
作
市
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会（
市
内
地
区
社
協
連
合
会 

山
本
壽
会
長
）は
、

平
成
24
年
度
地
区
社
協
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

事
業
の
総
括
や
平
成
25
年
度
に
向
け
た
事
業
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
、
そ
し
て
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
定
義
を
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
に
策
定
し

た
５
事
業
に
つ
い
て
の
事
業
説
明
を
行
う
こ
と
等
を
目
的
に
、
市
内
31
地
区
社
協
の

会
長
会
を
１
月
31
日
㈭
、約
40
人
が
参
加
し
て
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

「地区社協活動活性化を期待したい」とあいさつする山本壽会長

事業説明を熱心に聞く地区社協会長

　

平
成
24
年
度
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
事
業
の
地
区
社
協
基
盤
強
化
事
業

（
愛
育
委
員
・
栄
養
委
員
・
民
生
委
員
等

を
地
区
社
協
の
構
成
員
に
含
め
３
回
以
上

の
福
祉
会
議
を
開
催
）
は
25
地
区
社
協
で

取
り
組
ま
れ
、
規
約
や
通
帳
の
整
備
等
を

含
め
、
事
業
の
実
績
報
告
を
求
め
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
事
業
の
方
向
性
と
し

て
は
、
地
区
の
実
態
調
査
な
ど
を
推
進
し
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
生
活
・
福
祉
課
題

解
決
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
地
域
住
民
が

連
携
し
て
行
え
る
体
制
を
推
進
す
る
事
と

し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
定
義
確
定
に
伴
う
新
事
業
は
、
次
の
と

お
り
。

①
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
推
進
事
業

②
サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業

③
サ
ロ
ン
食
材
費
助
成
事
業

④
高
齢
者
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑤
地
域
文
化
伝
承
事
業

（
事
業
概
要
は
、
３
頁
に
掲
載
）

　

会
長
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Ｑ
．
事
業
報
告
や
調
査
等
事
務
処
理
は
誰

が
行
う
の
か
。

Ａ
．
地
区
社
協
独
自
で
処
理
出
来
な
い
場

合
は
支
所
長
協
議
と
な
る
が
、
可
能
な
限

り
地
区
社
協
で
事
務
局
体
制
を
整
え
る
努

力
を
行
っ
て
欲
し
い
。

Ｑ
．
民
生
児
童
委
員
・
愛
育
委
員
・
栄
養

委
員
等
を
任
命
す
る
と
き
に
市
の
担
当
部

署
か
ら
地
域
福
祉
に
対
す
る
役
割
も
伝
え

て
欲
し
い
。

Ａ
．
市
レ
ベ
ル
・
地
域
レ
ベ
ル
で
地
域
福

祉
推
進
連
絡
会
議
を
開
催
し
地
区
社
協
で

５
者
が
協
力
し
な
が
ら
地
域
福
祉
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
の
確
認
の
も
と
平
成
24
年

度
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
進
め
て
き

た
。
今
後
は
更
に
、
５
者
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
地
区
社
協
活
動
の
推
進
を
図
り

た
い
。

Ｑ
．
福
祉
委
員
の
位
置
付
け
処
遇
は
ど
う

か
。

Ａ
．
福
祉
委
員
制
度
に
つ
い
て
は
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

Ｑ
．
役
員
構
成
員
の
基
礎
組
織
等
で
任
期

（
２
年
〜
３
年
）
が
終
了
し
た
場
合
交
代

さ
れ
る
が
、
引
き
続
き　

継
続
で
き
る
制

度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
受
け
皿
と
な
る
役
職
制
度
等
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

市
内
31
地
区
社
協　

初
の
会
長
会
を
開
催
し

 
地
区
社
協
事
業
へ
の
意
思
統
一
を
行
う

市
内
31
地
区
社
協　

初
の
会
長
会
を
開
催
し

 
地
区
社
協
事
業
へ
の
意
思
統
一
を
行
う
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いはい!

高齢者ふれあい・いきいきサロン事業の概要
★平成25年度より、高齢者ふれあい・いきいきサロン事業の助成対象者は65歳以上の登録者になります★

事　業　名 高齢者ふれあい・いきいきサロン活動助成事業 高齢者ふれあい・いきいきサロン食材費助成事業

助成対象となるサロン
（サロンの定義）

①原則として大字又は小字等の地区単位に設置された集会場やコミュニティハウス等の屋内での活動
②５人以上のグループ活動で、１地区に１サロンであること
③参加者同士の情報交換や閉じこもり防止、生きがいづくり等、高齢者が誰でも参加できる活動
④地域の見守り活動として、地域住民が主体的に行う活動
⑤趣味の会や介護予防体操のみの活動、自治会の行事等、三世代交流事業、営利活動、宗教活動、政治活
動、運営者や協力者のみで行う例会や学習会等はサロンの対象としない

事 業 内 容 年６回以上開催するロンを対象に、65歳以上のサロン
登録人数に応じて、活動助成金を交付する。

サロンで行う調理実習に対し、65歳以上の登録人数のう
ち、当日の参加者1人につき、300円を上限に食材費を助
成する。（上限は65歳以上の登録者の人数に準じる）

支 援 内 容

助
成
区
分

65歳以上のサロン
登録人数

活動助成金額
（年額） ・調理実習に使用する食材費を助成。

但し、食材費が上限額に満たない場合は実費分
助成

・１サロン年間６回まで助成可

10人以下 5,000円
11人～30人 10,000円
31人～60人 15,000円
61人以上 20,000円

人的等支援 社協が雇用する体操指導員の派遣及び特技ボランティア等の派遣調整

提
出
書
類

事業実施前に提出 ①事業申請書兼計画書
②活動登録者名簿

①事業計画書
②活動登録者名簿

事業実施後に提出 ①請求書兼実績報告書 ①事業報告書兼請求書
（調理実習のサロン開催後、その都度提出）

地区社協支援メニュー事業別概要

事　業　名
福祉ネットワークづくり事業 高齢者ふれあい・

いきいきサロン
新規立ち上げ推進事業

地域文化伝承事業 高齢者
ミニデイサービス事業地区社協基盤強化事業 地区社協ネットワーク

会議事業

事 業 内 容

地区社協の構成員
に、民生・児童委員、
愛育委員、栄養委員、
ボランティア関係者が
参画し、地域の福祉・
生活課題等の把握と
情報交換を目的とした
「福祉会議」を、年３
回以上開催し、地区
社協活動の住民理解
と地区社協の組織基
盤強化を図る。

地区社協基盤強化
事業に取組んだ地区
社協が、更なる活動の
充実に向け、引き続き
「福祉会議」を年３回
以上開催し、地域の
福祉・生活課題解決
に向けた活動指針で
ある課題解決実施計
画書を策定する。

サロン未設置地区に、
地区社協が住民と協
働し、新たなサロンを
立上げる活動に対し、
助成金を交付し支援
する。

（新規サロンとは）
当該年度以前に市内
の大字・小字において
登録を行っていないサ
ロン

小中学校と協働し、文
化伝承（田植え・稲刈
り・しめ縄づくり・昔遊び
等）を通じた世代間交
流事業を実施する地
区社協に対し、助成金
を交付する。 A

地区社協が高齢者を
対象に自主開催する、
次の事業に対し、年８
回を上限にマイクロバ
スによる送迎・体操指
導員の派遣を行う。

・ミニ敬老会
・デイサービス
・一人暮らし交流会等

地区の子供達を交え
て、地域の文化伝承を
通じた世代間交流事
業を年１回以上実施
する地区社協に対し、
助成金を交付する。 
B

助成・支援
内容

地区社協に50,000円
の助成金を交付
（単年度事業）

地区社協に30,000円
の助成金を交付
（継続事業）

１サロン立上げにつき
地区社協に30,000円
の助成金を交付

地区社協に助成金を交付
A 30,000円
B 10,000円

体操指導員の派遣

マイクロバスによる送迎

提
出
書
類

事業実施
前に提出

①補助金交付申請書
②事業実施計画書
③補助金請求書

①助成金交付申請書
兼実施計画書

①補助金交付申請書
兼計画書 ①事業申請書

事業実施
後に提出

①事業実績報告書
②役員名簿
③事業報告書・決算書
④事業計画書・予算書
⑤地区社協調査票（５月末までに提出）

①助成金交付請求書
兼報告書

①補助金交付請求書
兼報告書 ①事業完了報告書

①地区社協規約
②地区社協預金通帳写し ①課題解決実施計画書
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作
東
支
所

美
作
支
所

いはい!

　

土
居
小
学
校
５
・
６
年
生
の
福
祉
体
験
が
、
１
月
24
日
㈭
、
小
学
校
の
体
育
館
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
児
童
と
そ
の
保
護
者
約
50
人
が
参
加
し
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
目
を
タ
オ
ル
で
隠
し
た
人
を
手
引
き
す

る
体
験
で
は
、「
も
う
ち
ょ
っ
と
前
」「
こ
っ

ち
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
言
葉
が
つ
い
出
て
し
ま

い
、
具
体
的
な
言
葉
で
正
し
く
伝
え
る
こ
と
に

苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盲
導
犬
と
生
活
を
さ
れ
て
い
る
小
林

常
利
さ
ん
よ
り
、
生
活
を
送
る
上
で
困
難
だ
と

思
う
こ
と
や
盲
導
犬
と
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
服
は
ど

う
や
っ
て
選
ぶ
の
で
す
か
？
」
な
ど
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
と
い
う
と
、
目
を
隠
し
た

状
態
で
歩
く
た
め
怖
さ
だ
け
が
強
調
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
今
回
の
体
験
や
小
林
さ
ん
の
話
を
聞

き
、
目
が
不
自
由
で
も
、
視
覚
以
外
の
情
報
が

あ
れ
ば
安
心
し
て
外
出
で
き
る
こ
と
を
学
ぶ
機

会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

目
が
不
自
由
な
人
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
る

新
年
の
集
い　

初
顔
合
わ
せ
で
親
睦
を
深
め
る包括支援センター職員の話を聞く「こだま会」の皆さん

アイマスク体験講師の小林常利さんと盲導犬

　

１
月
23
日
㈬
、
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
林
野
地
区
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
会
「
こ
だ
ま
会
」
の
新
年
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
だ
ま
会
」
は
平
成
22
年
よ
り
活
動
を
始
め
た
新
し
い
会
で
す
が
、
毎
月
集

ま
っ
て
ゲ
ー
ム
や
体
操
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
流
行
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い
て
の
予

防
方
法
、
ま
た
悪
徳
商
法
・
訪

問
販
売
へ
の
注
意
点
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
「
寒
い
時
期
が

続
き
、
ど
う
し
て
も
家
の
中
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す

が
、
こ
う
し
て
仲
間
と
顔
を
合

わ
せ
て
１
年
の
始
ま
り
を
迎
え

る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
こ
と

だ
と
思
う
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

林
野
地
区
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
会
﹁
こ
だ
ま
会
﹂

〜
土
居
小
学
校
で
福
祉
体
験
〜
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いはい!

英
田
支
所

  

２
月
５
日
㈫
、
英
田
小
学
校
体
育
館
で

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
英
田
支
部
会
員
と
英

田
小
学
校
１
年
生
児
童
が
地
域
に
伝
わ
る

昔
遊
び
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
支
部
会
員
が
講
師
役
に
な
り
、

児
童
25
人
を
対
象
に
昔
遊
び
な
ど
の
文
化

伝
承
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
児
童
ら

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
お
手
玉

の
遊
び
方
や
折
り
紙
で「
や
っ
こ
」や「
だ

ま
し
船
」
の
折
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
慣
れ
な
い
手
付
き
で
お
手

玉
や
折
り
紙
を
高
齢
者
の
方
か
ら
一
生
懸

命
に
習
い
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
事
業
で
は
、
次
に
３
年
生
児

童
を
対
象
に
英
田
民
俗
資
料
館
で

昔
の
く
ら
し
を
学
習
す
る
計
画
に

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
と
児
童
と
が
交
流
会

英
田
小
１
年
生
が
昔
遊
び
に
挑
戦
！

英
田
小
１
年
生
が
昔
遊
び
に
挑
戦
！

交流会の終わりに会員と握手する児童 熱心に折り紙を習う児童

　

山
陽
新
聞
読
者
局
Ｉ
Ｅ
推
進

部
の
斉
藤
英
宗
記
者
が
レ
イ
ア

ウ
ト
の
基
本
や
見
出
し
の
役
割
、

大
事
な
こ
と
か
ら
書
い
て
い
く

新
聞
記
事
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い

て
説
明
。「
編
集
会
議
を
開
き

紙
面
の
構
成
を
考
え
よ
う
」「
話

題
に
よ
っ
て
は
写
真
を
丸
く
く

り
ぬ
く
な
ど
し
て
、
目
を
引
く

楽
し
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
挑
戦

し
て
欲
し
い
」
な
ど
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
新
聞
記
事
を
読
ん

で
実
際
に
見
出
し
を
付
け
る
作

業
や
、
新
聞
の
見
出
し
や
写
真

を
切
り
抜
い
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
実
習
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
地
域
社
協
連
絡
会
か
ら
は
、
本
日
の
講
座
を
契
機
に
、
身
近
な
情
報

を
地
域
住
民
に
伝
え
て
、
見
え
る
地
区
社
協
活
動
の
展
開
を
求
め
、
講
座
を
閉
会

し
ま
し
た
。

広報紙作成に挑戦する地区社協関係者

│ 

地
区
社
協
の
広
報
紙
作
成
講
座
を
開
催 

│

広
報
紙
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

　

美
作
市
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会
の
「
地
区
社
協
広
報
紙
作
成
講
座
」
が

２
月
６
日
㈬
、
湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
各
地
区
社
協
の
広
報

担
当
者
ら
約
50
人
が
、
山
陽
新
聞
社
記
者
か
ら
読
み
や
す
い
紙
面
作
り
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
び
ま
し
た
。

て
る
た
か
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鋼管用保護キャップの成型・加工

㍿近藤ファイバー
大 阪 市 北 区 黒 崎 町 2 番 1 5 号
　　　　TEL.（06）6 3 7 1 - 8 0 7 1 ㈹
　　　　FAX.（06）6 3 7 1 - 8 0 7 4
岡 山 県 美 作 市 三 倉 田 5 6 6 - 1
　　　　TEL.（08 6 8）7 2 - 1 2 2 3 ㈹
　　　　FAX.（08 6 8）7 2 - 1 2 2 4

本 社

岡 山 工 場

〒530
-0023

〒707
-0046

　昨年10月１日から、市内全域ですすめてまい
りました「平成24年度 赤い羽根共同募金運動」
には、市民の皆様の温かい善意とご協力により、
多額の募金をお寄せいただき、誠にありがとう
ございました。心よりお礼申し上げます。
　お寄せいただきました募金は、岡山県共同募
金会へすべて送金され、平成25年度の美作市の
地域福祉を推進する事業や岡山県内の民間福祉
施設の整備や団体活動費等に活用されます。
　今後とも、美作市共同募金委員会並びに美作
市社会福祉協議会の地域福祉活動に温かいご理
解とご支援をよろしくお願いいたします。

平成24年度
赤い羽根共同募金運動実績報告について

募金総額 4,501,851円

美作市共同募金委員会からのお知らせ

ご協力
ありがとう
ございました!!

皆様からお寄せいただきました募金は
◇県内の福祉施設整備・団体の活動費
◇災害時の被災者救援ボランティア活動費
◇美作市社会福祉協議会の事業費
　　○老人福祉活動費
　　○ボランティア活動育成事業費
　　○児童・青少年福祉活動費
　　○福祉育成・援助活動費
など、様々な福祉活動に活用されます。

個別募金（各ご家庭） ３，９８３，２３５円

法人募金（企業等） ８０，０００円

職域募金（職場職員等） ３９５，４００円

その他の募金（その他募金・利息） ４３，２１６円

【各募金の内訳】【各募金の内訳】

美作市明見137番地
（docomo前）サロンぺぺ

施設・自宅（ご来店困難なご老人等対象）訪問いたし
ます。また、交通不便な地域の方等の送迎サービス
（2名様以上ご利用の場合割引有）もいたします。

☎0868-72-9800
70800-200-9811

カット（顔そり・シャンプー）  大人 2,300円
65歳以上（シルバー割引）    2,000円
ファミリー割引は2名で300円、3名で500円を
総額から割引きいたします。

お問い合わせ

ご予約（フリーダイヤル）
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株式会社 吉野自動車

吉 野 観 光 バ ス

民間車検工場

岡山県知事登録  旅行業 3-281

小型から大型バスまで

自動車販売・整備

美作市五名77

北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店

お酒のことならお酒のことならまさやまさや
720㎖720㎖どぶろくどぶろく

¥2,200  ¥3,300  ¥2,880¥2,200  ¥3,300  ¥2,880
3月の価格3月の価格

¥1,500¥1,500 ¥1,300¥1,300

美作市位田239-1
電話72-2616
●楽天市場まさや店
●Amazonまさや店オープン!!

1.8ℓ1.8ℓ

☎
FAX
（0868）76-0311
（0868）76-0312

新商品!!

■ご利用について
利用できる人は次の①～③すべてに当てはまる方です
①契約などの判断に不安がある方
例えば、認知症が見え始めた方、知的に障がいがある方、精神に障がいがある
方などで、日常生活上、サービス利用時の契約などに不安がある方
②このサービスを利用する意思がある方
③この契約内容が理解できる方
利用は有料です
●生活支援員が訪問してお手伝いするサービスを利用する場合
　１，１００円（最初の１時間）＋交通費です
※１時間を超える場合は、３０分ごとに５５０円加算します
※生活保護受給者は国・県により負担されますので、ご本人からはいただきません

●書類を預かるサービスを利用する場合
　１年間５，０００円（実費４００円×１２ヶ月と事務手数料２００円）です

■具体的なお手伝いの内容
●福祉サービスの手続きについてのお手伝い
福祉サービスの利用に関する情報提供・相談、利用申込の契約代行、苦情を解
決するための手続きなど
●お金の出し入れについてのお手伝い
預貯金の出し入れ、支払い手続きなど
●大切な書類等の預かりについてのお手伝い
保管を希望される通帳や印鑑、証書などの重要書類のお預かり

■どうすれば利用できるの？
最寄りの社会福祉協議会にご相談ください。本人以外でもご家族や身近な方、
民生委員などを通じてのお問い合わせにも対応します。

安心して生活を送るために。
こんなとき
ご相談ください

●福祉サービスを利用したいけれど、手続きの仕方がわからない…
●お金の使い方や通帳の管理に自信がなくて、誰かに相談したい…
●役所から書類がきたけれど、どうしたらいいかわからない…

■関係機関連絡会議
本会では、社協専門員や行政及
び関係機関の専門職員等が月１
回集まり、関係機関連絡会議を開
催しています。これは、日常生活自
立支援事業を実施する上で、地域
の課題解決に敏速な対応ができ
る支援体制を充実するために課
題検討及び連絡調整を行うもの
で、司法書士等から法律に関わる
専門的なアドバイスもいただいて
います。
また、関係機関よりケースを持ち
寄り、困難なケース等にどのよう
に対応・解決していったらいいか
を検討しています。

■なんでも相談会
成年後見制度や債務整理・相続
問題など、司法書士による「なん
でも相談会」を、毎月第２水曜日
午後３時より、北山の世代交流多
目的ホールで開催しています。
相談は無料ですので、下記までお
問い合わせください。

美作市社会福祉協議会
地域福祉課　☎７２－３６７７

福祉サービスの利用や日々のお金のやりとりについて不安に思うことはありませんか？
そんなお悩みを解決するため、社会福祉協議会がお手伝いします。

～日常生活自立支援事業のご案内～
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矢
田　
　

稔　

様

（
亡　

春　

美
）
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已
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井
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賀
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阿
部　

伸
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（
亡　

宗　

夫
）

上
福
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安
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恵
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様

（
亡　

桃　

己
）
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唐
内　

康
晶　

様

（
亡　

清　

香
）

三
田
市　
　

遠
藤　

和
宏　

様

（
亡　

幸　

哉
）

神
戸
市　
　

久
安
孝
太
郎　

様

（
亡　

堅　

吾
）

明
石
市　
　

福
島　

寅
雄　

様

（
亡　

文　

子
）

四
条
畷
市　

樋
元　

敏
彦　

様

（
亡　

髙　

）

真
加
部　
　

坂
元　
　

卓　

様

真　

殿　
　

皆
木　

稔
子　

様

右　

手　
　

赤
座　
　

守　

様

右　

手　
　

藤
原　

通
雄　

様

豆　

田　
　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク
様

　

地
区
社
協
の
会
長
会
が
開
催
さ

れ
、
事
業
の
総
括
や
新
規
事
業
の

方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
２
回
の
「
地
区
社

協
事
業
専
門
委
員
会
」
で
審
議
、

決
定
さ
れ
た
サ
ロ
ン
の
定
義
に
つ

い
て
も
説
明
が
行
わ
れ
全
体
で
意

思
統
一
が
な
さ
れ
た
。

　

市
レ
ベ
ル
の
地
区
社
協
連
合
組

織
で
あ
る
「
地
域
社
協
連
絡
会
」

が
一
昨
年
設
立
さ
れ
て
以
来
初
め

て
の
会
長
会
が
開
催
さ
れ
、
新
規

事
業
へ
の
共
通
認
識
や
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
多
く
の
地
区

社
協
で
新
規
事
業
を
活
用
し
て
、

地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
見
守
り
、

声
か
け
活
動
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
。

編
集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平
成
24
年
12
月
21
日
か
ら

平
成
25
年
1
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

１
月
26
日
㈯
、愛
の
村
パ
ー
ク
で
、

東
粟
倉
地
域
社
協
主
催
に
よ
る「
ひ
が

し
あ
わ
く
ら
三
世
代
交
流
囲
碁
ボ
ー

ル
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、５
歳
の
幼
稚
園
児
か
ら
91

歳
の
高
齢
者
を
含
む
総
勢
70
名
が
参

加
し
、囲
碁
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
世
代
交

流
が
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
20
名
の
子
供
た
ち
は
、参

加
16
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
加
わ
り
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

打
ち
方
や
ル
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
っ

て
、楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、東
粟
倉
地
域
社
協 

福
田
耕
一
顧
問
よ
り
、来
年
度
の
開
催

に
つ
い
て
も
発
表
が
あ
り
、参
加
者
全

員
が
笑
顔
で
散
会
と
な
り
ま
し
た
。




